
国立大学法人　岩手大学

第８期事業年度  （平成２３年度）

決　算　報　告　書

自　平成２３年　４月　１日
至　平成２４年　３月３１日



（単位：百万円）

収　　入

運営費交付金 7,163 7,211 47 （注１）

　うち補正予算による追加 229 229 －

施設整備費補助金 525 397 △ 127 （注２）

　うち補正予算による追加 14 12 △ 2

補助金等収入 225 634 408 （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 35 35 －

自己収入 3,476 3,608 131

授業料、入学料及び検定料収入 3,256 3,367 111 （注４）

財産処分収入 － － －

雑収入 220 240 19 （注５）

791 976 185 （注６）

長期借入金 － － －

引当金取崩 － 0 0 （注７）

目的積立金取崩 100 2 △ 97 （注８）

12,318 12,865 547

支　　出

業務費 10,724 10,410 △ 314

教育研究経費 10,724 10,410 △ 314 （注９）

　うち設備災害復旧事業 48 48 －

施設整備費 560 432 △ 127 （注１０）

　うち施設災害復旧事業 14 12 △ 2

補助金等 225 625 400 （注１１）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 791 917 126 （注１２）

国立大学財務・経営センター施設費納付金 16 7 △ 8 （注１３）

12,318 12,393 75

0 471 471

○予算と決算の差異について
（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注６）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が１２６百万円上回っている。

※　金額は単位未満切り捨てしており、計は必ずしも一致しない。

目的積立金取崩については、年度途中において事業計画の変更を行ったため、予算金額に比して決算金額が９７百万円下回っ
ている。

平成２３年度　決算報告書
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産学連携等研究収入及び寄附金収入等

計

差　　額
（決算－予算）

備　　考区　　　　　　分 予　算　額 決　算　額

（注11） （注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が４００百万円上回っている。

（注12）

（注13）

計

業務費については、教育研究経費において当初予定より教員採用が少なかったこと，また，経費の節減により、予算金額に比し
て決算金額が３１４百万円下回っている。

施設整備費は、東日本大震災の影響により工学部６号館の改修工事が未完了となったこと、また、補正予算による東日本大震
災復旧工事の工事金額が安価になったことにより、予算金額に比して決算金額が１２７百万円下回っている。

施設整備費補助金については、平成２４年度に繰越となったため１２７百万円下回っている。

補助金等収入については、平成２１年度及び平成２２年度における国からの補正予算（設備整備費補助金２７０百万円）が平成２
３年度に繰越となったこと、また、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の獲得に努めたため、予算金額に比して
決算金額が４０８百万円上回っている。

授業料、入学料及び検定料収入については、東日本大震災の影響により前年度からの繰越が生じため、予算金額に比して決算
金額が１１１百万円上回っている。

雑収入については、動物病院収入及びその他雑入の増収により、予算金額に比して決算金額が１９百万円上回っている。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった収入の獲得に努めたため、予算金額に
比して決算金額が１８５百万円上回っている。

引当金取崩については、非常勤職員の退職により、予算金額に比して０百万円上回っている。

長期借入金の借入契約締結により当初予定よりも返済額が少額となったため、予算金額に比して決算金額が８百万円下回って
いる。

収入－支出

運営費交付金収入については、平成２３年度当初予算額６，９３４百万円、東日本大震災復旧対応のための平成２３年度補正予
算（第１号及び第３号）による収入額２２９百万円、前年度よりの繰越額４７百万円となっている。


